
世
界
で
認
め
ら
れ
て
い
る

長
野
県
産
ワ
イ
ン

　

長
野
県
は
「
海
な
し
県
」
と
言
わ
れ
る
が
、
海
が
な

い
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス
と
捉
え
る
よ
り
、
山
が
あ
る
こ
と

を
プ
ラ
ス
と
考
え
て
、「
山
あ
り
県
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
、

と
言
う
人
が
い
る
。

　

長
野
県
は
四
周
を
山
に
囲
ま
れ
、
そ
れ
も
中
部
山
岳
、

妙
高
戸
隠
連
山
、
上
信
越
高
原
、
南
ア
ル
プ
ス
…
…
と

連
な
る
国
立
公
園
の
懐
に
抱
か
れ
て
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
美
し
い
山
の
稜
線
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
稀
有

な
県
で
あ
る
。
山
の
緑
が
受
け
止
め
た
水
は
大
地
を
潤

し
、
豊
か
な
流
れ
と
な
っ
て
川
筋
に
谷
を
穿
つ
。

　

私
が
「
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
長
野
県
の
地
形
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
千
曲
川
、
犀
川
（
梓
川
／
奈
良

井
川
）、
天
竜
川
。
そ
れ
ぞ
れ
の
川
が
形
成
す
る
バ
レ
ー

（
谷
間
）
に
沿
っ
て
個
性
的
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
点
在
す

る
、「
山
あ
り
県
」
な
ら
で
は
の
ワ
イ
ン
産
地
。
長
野

県
の
各
地
に
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
集
積
さ
せ
、
新
し

い
ワ
イ
ン
農
業
で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い

う
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
は
、
山
と
川
が
織
り
な
す

長
野
県
独
特
の
風
景
か
ら
発
想
さ
れ
た
。

　

信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
は
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）

年
に
発
表
さ
れ
、
同
年
に
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
推

進
協
議
会
が
発
足
し
た
。
構
想
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
前
年
の
二
〇
一
二
年
八
月
に
「
信
州
ワ
イ
ン
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
」
が
設
け
ら
れ
、
各
分
野
の
関

係
者
を
集
め
て
構
想
の
方
向
性
を
議
論
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
年
二
〇
一
二
年
の
三
月
に
、
信
州
ジ
ビ

エ
研
究
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
長
野
県
の
ジ
ビ
エ
と
ワ

イ
ン
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、
二
〇
一
〇
年
に
誕
生
し

た
阿
部
知
事
の
も
と
で
、
ほ
ぼ
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
の
ほ
う
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
の

増
加
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
生
産
量
の
拡
大
な
ど
、
当
初
に

掲
げ
た
目
標
を
着
実
に
ク
リ
ア
し
て
、
い
ま
や
長
野
県

は
、
全
国
で
も
有
数
の
高
品
質
ワ
イ
ン
の
生
産
地
と
し

て
定
評
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

構
想
策
定
当
時
（
二
〇
一
三
年
）
と
較
べ
る
と
、
現

在
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
は
ほ
ぼ
三
倍
に
近
づ
き
、
ワ
イ
ン

ぶ
ど
う
の
生
産
量
は
二
倍
近
く
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

　

品
質
も
、
国
内
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
サ
ミ
ッ
ト
に
お

千曲川流域に広がるワインぶどう畑

玉
村 

豊
男

信
州
の
ジ
ビ
エ
と
ワ
イ
ン

「
山
あ
り
県
」
を

「
美
食
の
国
」へ

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業
な
ど
へ
の
被
害
は
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

鳥
獣
に
よ
る
被
害
解
決
策
と
し
て
、
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
（
主
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
）
を

「
ジ
ビ
エ
」と
し
て
食
べ
る
こ
と
で
有
効
利
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。

信
州
で
は
、
昔
か
ら
多
く
の
動
植
物
を
自
然
の
恵
み
と
し
て
享
受
し
、
豊
か
な
食
文
化
を

築
い
て
き
ま
し
た
。
本
号
で
は
そ
う
し
た
食
文
化
の
一
つ
と
し
て
、
現
代
の
生
活
に
適
合
し
た

「
ジ
ビ
エ
」
の
普
及
を
目
指
し
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
携
わ
る
人
び
と
に
着
目
し
ま
す
。

「
信
州
の
ジ
ビ
エ
」
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信州のジビエとワイン
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